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R. GRANIT博士特別講演 
“SENSORIMOTOR CORTEX感覚運動領"
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現代神経生理学の発展に指導的役割をはたされたスウ
エ{デン・ノーベル研究所・神経生理学研究所のラグナ
ー・グラニット教授は，日本学術振興会の招請により，
本年 2月中旬から 4月中旬まで約 2カ月間，本学への海
外流動研究員として訪日されたが，その間，本学第一生
理のみならず，全国各地の大学，研究所を訪問，各種の
セミナー，講演などを持たれた。特に，日本生理学会で
は，米子で聞かれた第 46回日本生理学会総会に際して，
グラニット教授に，特別講演を依頼したし， NHKで
は，茅誠司氏との対談を 5月 7日夜 10時の総合テレビ
で放送した。
講演中の R.Granit博士
グラニット教授は， 周知のように 1967年度ノーベル
生理学賞受賞者である。賞は Ward，Hartlineととも
に， “視覚生理学"における貢献に対して与えられたも
のであった。このことについては，すでに，本学第一生
理学，本間三郎教授により，本誌に発表 (43巻 3号)
されているのでここでは省略する。
グラニット教授はこの“視覚"に関する研究以後，そ
の主題をもっぱら“運動の調節機構"に変更されたが，
今日，“筋紡錘-r系"に関する知見の多くは， グラニッ
ト教授とそのグループの研究によるところが多い。
*千葉大学医学部第一生理学教室講師
本学滞在中，グラニット教授は，医学部第一生理学教
室を中心として，各種のセミナー，シンポジウムに出席
され，おもに，この“運動の調節機構"を中心題目とし
て，この領域の研究について，種々，有益な助言と討論
を行なわれた。 
4月 15日には，本学滞在の特別記念講演として， 医
学記念講堂において， sensorimotor cortex と題する
講演をもたれた。なお，日本語による解説が本学第一生
理学教室の渡部士郎助教授によって行なわれた。この講
演では，グラニット博士は，その多年の研究の成果をふ
まえてまず“筋紡錘の構造ヘ“それに対する神経支配ヘ
“その知覚発射の様子"，“上位中枢ーすなわち錐体路刺
激による発射の変化"についての基礎的知見からはじめ
て，“sensorimotorcortex"が，運動， 特に髄意運動
の調節に果たす役割を考察し，示唆にみちた展望を描い
ていった。
すなわち，運動の調節機構と大脳皮質の関連について
の研究は約 100年前の局在説にはじまると考えられる。
この局在説では，皮質に特有の運動，あるいは知覚の機
能が局在しているという考え方であったが，今日ではそ
れが変わって，“sensorimotorcortex" という一つの
統合されたかたちでの把握に進展し，局在論のうえにた
って調節機能の理解というかたちに進んで、きた。
髄意運動を発現すると考えられているものは皮質の錐
体路細胞であるが，それには大きなものと小さなものの 
2種類がある。そしてそのおのおのが，“かたまり"
“コロニー"を形成している。そのうち，大きな細胞群
細胞)に結合 (αは直接，単シナプス的に脊髄運動細胞
して，これを興奮するようになっている。この経路は明
らかに，より速い，相性の (phasic)動作のための機構
一仕組みと考えられる。また当然，より小さな錐体細胞
群があれこれらは，多シナプス的に脊髄運動細胞に結
合している。この経路はより遅い経路，いいかえれば，
より長い反応時間を要する経路であり，これは長い，緊
張性の (tonic)運動に関与しているものと考えられる。
そして，速い運動の背景には，必ず「からだ」全体を
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tonicに調整することが必要であるから， この 2つの系
は，同時に活動していると考えるのが至当で、あろう。ま
た，特に，この際の tonicの運動については， 最近の
研究で，小脳からのコントロールが，強く働いていると
考えられる。
さらに，今述べた 2つの経路一α運動細胞に結合して
いる経路を直接的なものとすれば，より間接的な経路と
もいえる， fusimotor あるいは，r運動細胞に結合し
ている経路がある。 この経路は T運動細胞を興奮させ
ることにより筋紡錘両端の筋肉部分一錘内筋を収縮させ
るように働く。
筋紡錘は筋の“感覚器"であるが， それ以外の筋線
維，すなわち錘外筋とは並列につながっているため，錘
外筋の収縮一筋の収縮に際しては，錘内筋が収縮しない
ままでいると，たるんでしまって，その聞は、沈黙してし
まう。いいかえれば，知覚情報を全く送らないというこ
とになってしまう。しかし，もし，皮質がこの筋の収縮
中に，インプルスを T運動細胞にも送って，錘内筋をも
収縮させると，上記の沈黙はおこらないですむ。実際
に，髄意運動が行なわれている段階では，皮質が前述の 
α細胞につながる直接的な経路を作動させると同時に， 
r細胞への間接的な経路をも作動させて，筋が収縮して
いる状態でも，筋紡錘が活動しているように持ってゆく
と考えられている。
このような仕組みで，筋紡錘からの感覚性の情報は常
に脊髄運動細胞に到達して， それに影響をあたえてい
る。しかし，その影響のくわしい性質については，まだ
よく判ってはいない。というのは，前述した皮質から運
動細胞への間接的な経路にも， dynamicな性質のもの
と， staticな性質のものとのこ者がある。そして，こ
の両者の機能上の違い，あるいは，相互作用などについ
て，まだよく判っていないからである。しかしながら，
実際に筋紡錘は，その感覚情報を脊髄の α運動細胞に
おくることによって，それを興奮させて， いわゆる，
“伸張反射"をひきおこすのであるが， 前述したよう
に，髄意運動が行なわれている際は，錘外筋の収縮と，
錘内筋の収縮は同時に行なわれている。そうすると，活
動中の筋肉に加えられた負荷の変化は，筋紡錘によって
感知され，その結果，自動的に伸張反射の変化がもたら
される。すなわち加重の変化は，筋紡錘によって自動
的に補償されるといえよう。 これを“負荷補償反射" 
“load compensating reflex"と呼ぶ。
このように，直接的な phasicα と tonicαとの系，
間接的な staticrと dynamicrとの系の四者は，運
動皮質が，運動調節を行なってゆくうえで，きわめて複
雑，巧妙な仕組みを作って働いているといえる。基本的
には，この四者は全く独立して働きうるともいえよう。
しかし，普通の運動中に，四者が別々に作動されている
ような状態があるとしたら，それはもっとよく研究して
みなければ，どういう意味をもつのか，現在ではよくわ
からないといえよう。
今日，運動の調節機構についての理解，知見はまだ充
分とはいえないが， しかし， ここまで述べてきたよう
に，古典的な局在説の立場からの説明よりは，ずっとよ
り多くの事がらをしっているといえる。
以上，グラニット博士の講演の要旨であるが，現在，
グラニット博士は，上記の内容を含めた著書を出版準備
中とのことであり，その発行が待たれる。
なお滞日中，博士の行なわれた学術講演は下記のごと

くであったのでそれを記録しておくことにする。
 
2月23日北大医学部で聞かれた「脳のシンポジウムj
における特別講演: Some principles of 
spindle control (解説:千葉大学医学部
本間三郎教授) 
3月 1目安房鴨川で聞かれた網膜電図研究集会にお
いて:Note on the Purkinje shift. 
(司会:千葉大学医学部窪田靖夫講師) 
3月11日慶応大学医学部北里講堂において: 1967 
Nobel lecture: The development of 
retinal neurophysiology (解説:慶応大
学医学部富田恒男教授および豊田博士) 
4月 4日米子で聞かれた第 46回日本生理学会にお
いて:The firing motoneuron (解説:千
葉大学医学部本間三郎教授) 
4月 12日慈恵会医科大学講堂において:ノーベル財
団活動とその意義(解説:慈恵会医科大学
名取礼二教授) 
4月 15日千葉大学医学部記念講堂において: The 
sensorimotor cortex (解説:千葉大学医
学部渡部士郎助教授)
(昭和 44，8.2受付)
